
2011年 2月 18日

新 日本製鐵株式会社

ウジミナス社 新株主間協定の締結について

新日本製鐵株式会社 (社長 :宗岡正三、以下「当社」)は、2月 18日 、ウジミナス社 (社長 :

ウィルノン・ブアレーメル)の主要株主である、ヴォ トランチン社・カマルゴ社・日本ウジミナス

社 (当社子会社)。 三菱商事 。メタルワンとの間で、ウジミナス社に関する新株主間協定を締結

いたしました。

ウジミナス社では、現行の株主間協定 (以下「現協定」、2006年 11月 締結)に参加する協定

株主が、議決権株式の 63.9°/0を保有しており、現協定株主は、①当社 。日本ウジミナス社・三菱

商事・メタルワンから構成される日本グループ、②ブラジルの大企業グループであるヴォトラン

チン社・カマルゴ社から構成される V/Cグループ、③ウジミナス社従業員年金基金、で構成さ

れております。

日本グループ、ヴォ トランチン社、およびカマルゴ社は、ウジミナス社の持続的な成長 。発展

に向け支配株主の結束をより強固なものとするべく協議してまいりましたが、今般、各社の機関

決定取得を条件として、①ウジミナス社従業員年金基金に対して、現協定を 2016年 11月 に早

期終了する予定であることを通知すると共に、②新株主間協定を締結 しました。新株主間協定は、

現協定の終了後直ちに発効 し、2031年 11月 まで効力を有します (そ の後 5年毎の延長条項付き)。

ウジミナス社では、2010年に高級厚板製造設備が稼働 し、本年は当社 と同社の自動車用溶融

亜鉛メンキ鋼板製造合弁会社であるウニガル社の第 2メ ンキ鋼板設備、新連続熱延設備等が稼働

予定となつてお り、ブラジルを中心とした伸張著しい南米地域の鋼材需要を補捉する所存です。

更に、ウジミナス社は、鉄鉱石事業拡張計画および製鉄所最適化計画を立案中ですが、本計画の

実行を通 じ、競争力の更なる向上と能力拡張を推進 してまいります。

当社はウジミナス社の創業以来、同社の経営に協力し、当社技術の供与を行つてまいりました

が、今後とも当社は、新協定のもとで、ウジミナス社を支援し、当社・ウジミナス社両社の企業

価値の一層の向上を図つていく所存です。

2.協定株主の出資比率・構成
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士各株主の出資比率の和は、小数点第一位で四捨工入 して表示しているため、合計の数値 とは一致しません。



*株主間協定:ブラジルでは、上場会社の議決権の過半を有する株主が―会社の意思決定、株式譲

渡等につき協定を締結することができ、ブラジル証券取引所にも―登録される。ウ

ジミナス社の協定株主は、1議決権株式の過半数を確保した上で、株主総会・経営

審議会 (日本の取締役会に相当うにおいて議決権を統一的に行使することを取り

1決めており、協定株主間|の合意は、会社の意思決定事項となる|。

(お聞い合わせ先)総務部広報センター TEL:03・ 63671213転 2146.2147

以 上

【参
―
考 :ウジミナス社 会ネ土概要】

l._共文名称 :Uttms Side曲ぶとぉ de.Minぉ―像洩is SA.・ U轟  略称「UttMいぬS」

2`事業内容 :市米地域を中心とした鉄鋼製品の製造販売

3.所在地 :本社  ブラジル ミナスジ手ライネ州  ベロホリブンテ市

製鉄所      ミナネジェライスー州  イパチ|ンガ市

サンパウロ州
―
    クバトン市

4`社長  :ウィルノン心ブルーメル

5,資本金 :12,150百万レアル

6.声上  :虫 870百万レアル (2010年 1‐9月実績 ,連結)

7.税後利益 : 1,1‐71百万レアル (2010年■9月実績 Ⅲ連縛

si生産規模 :粗鋼生産
.571万卜

'(2019年
1191月 実績)

9!生産開始 :1962年 10月   緞 立 1958年 二月)



別紙

【ウジミナス社発表 (要 旨)】

ウジミナス社は、2月 18日 、新 日本製鐵 。日本ウジミナス 。三菱商事 。メタルフン、ヴ

ォ トランチン社、およびカマルゴ社 (以下、「通知協定株主」)よ り、以下の内容の通知を

受けましたので、お知らせ致します。

1)通知協定株主は、2016年 に現協定が早期終了する可能性があることを考慮 しつつ、

ウジミナス社の持続的な成長 。発展に向け支配株主の結束をより強固なものとする

べく協議 してまいりました。

2)その結果、2月 18日 、通知協定株主は、各社の機関決定取得を条件として、

①ウジミナス社従業員年金基金に対して、現協定を2016年 ■月に早期終了する予

定であることを通知すると共に、

②現協定の終了後直ちに発効する新株主間協定を締結いたしました。なお、新協定

は、2031年まで効力を有します (そ の後 5年毎の延長条項付き)。

ウジミナス社 としては、現協定の主要支配株主である通知協定株主が、今後も引き続き、

現行 と同じ出資比率で新協定の当事者 となることから、支配権の譲渡や現行の支配構造の

大きな変化はないものと認識 してお ります。


